
0
1
5年
4
月
4
日
は
、
日

本
銀
行
が
い
わ
ゆ
る
「
梨
次

元
緩
和
」
を
導
入
し
た
日
年

4
月
4
日
か
ら
ち
ょ
う
ど
2
年
と
な
る

節
目
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
こ
ろ
、
2
%
の
イ
ン
フ

レ
目
標
は
達
成
で
き
そ
う
か
。
結
論
か

ら
言
え
ば
、
無
理
だ
ろ
う
。
凶
年
刊
月

末
に
追
加
緩
和
を
実
施
し
た
が
、
原
油

価
格
の
下
落
も
あ
り
、
直
近
の
イ
ン
フ

レ
率
(
コ
ア

C
P
I
H
生
鮮
食
品
を
除

く
消
費
者
物
価
指
数
)
は
前
年
同
月
比

で
約
0
・
7
%
で
し
か
な
い
。

日
年
1
月
幻
日
に
公
表
し
た
展
望
レ

ポ
ー
ト
の
中
間
評
価
で
は
、
「
2
0

1
5

年
度
を
中
心
と
す
る
期
間
に
2
%
秘

度
」
と
し
つ
つ
、
イ
ン
フ
レ
率
(
消
費

地
税
の
影
響
を
除
く
)
の
予
測
を
日
年

度
1

・
0
%
(
昨
年
問
月
1
・
7
%
)

と
下
方
修
正
、

凶
年
度
2
・
2
%
(昨

年
叩
月

2
・
1
%
)
と
上
方
修
正
し
た
。

つ
ま
り
、
壮
大
な
社
会
実
験
は
敗
北

に
終
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。
そ
も
そ
も
、

過
去
の
デ
l
タ
で
検
証
す
る
と
、
1
9

8
9
年
は
消
費
地
税
分
が
1
・
4
%
押

し
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
バ
ブ
ル
期

(お

i
m年
)
の
イ
ン
フ
レ
率
で
も
、

コ
ア

C
P
I
の
対
前
年
平
均
は
1
・
2

%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
、
っ
蔀
実
認
識
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インフレ目標は未達
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は
極
め
て
重
要
だ
。
ま
た
、

ω年
、
引

年
は
湾
岸
戦
争
、

W
年
は
消
費
増
税、

郎
年
は
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
が
あ
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
要
因
を
除
く
と
、
平

時
に
イ
ン
フ
レ
率
が
2
%
を
超
え
た
の

は
お
年
が
最
後
で
あ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
フ
レ
目
標
の

導
入
か
ら
ち
ょ
う
ど
2
年
の
節
目
で
あ

る
日
年
4
月
は
、
政
府
が
リ
ン
グ
上
の

日
銀
に
タ
オ
ル
を
投
げ
入
れ
、
異
次
元

緩
和
の
効
果
を
検
証
し、

手
法
の
見
直

し
を

rqつ
最
後
の
好
機
か
も
し
れ
な
い
。

異
次
元
緩
和
以
降
、
イ
ン
フ
レ
率

(
コ
ア
C
P
I
)
は
消
費
増
税
の
効
果

を
除
き
2
%
の
目
標
を
達
成
し
て
は
い

な
い
が
、
お
お
む
ね
プ
ラ
ス
(
1
%
程

度
の
イ
ン
フ
レ
率
)
で
推
移
し
て
い
る

こ
と
は
蔀
ゐ
夫
だ
。
こ
の
た
め
、
2
%
と

い
う
数
字
に
純
ら
れ
て
い
る
日
銀
に
自

由
度
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
、
タ
オ

ル
の
投
げ
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

例
え
ば
、
政
府
が
デ
フ
レ
脱
却
は
お

お
む
ね
達
成
し
つ
つ
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
今
後
の
謀
.
地
は
財
政

・
社
会
保

障
改
革
や
成
長
戦
略
で
あ
る
旨
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
は
ど
う
か
。
こ
の
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
日
銀
に
即
興
次
元

緩
和
の
見
直
し
を
促
す
好
機
と
な
る
は

ず
だ
。
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